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過去 昭和36年（１９６１） by岡益尚

• 昭和三十六年電気関係学会（電気学会、電気通信学会、照明学会、日本
音響学会、テレビジョン学会）関西支部連合大会の懇談会出席者27名

• 世話人：青柳健次（阪大工学部）、加藤金正（阪大産研）、武田義章（阪大
医学部）、吉岡勝哉（阪大産研）、吉田常雄（阪大医学部）

• シンポジウム「最近における超音波の医学的応用」
• 座長阪大産研加藤金正教授
• 昭和36年10月21日(土）午後1時より5時まで
• 立命館大学広小路学舎講堂
• 演題
• （イ）超音波の生理作用(三重大生理教授 勝田譲)
• （ロ）強力超音波の医学的応用に関する問題(阪大産研教授 吉岡勝哉)
• （ハ）強力超音波による外科(阪大武田外科 岡益尚)
• （ニ）超音波パルス法による診断(順天堂大外科 和賀井敏夫)
• （ホ）超音波による心機能検査(大阪吉田内科 仁村泰治)
• （ヘ）超音波による末梢循環検査(阪大神経科 小谷八郎)
＊昭和37年（１９６２）5月14日第1回日本超音波医学研究会開催（209名）



日超医発足世話人会電気関係シンポジウム（京都：昭和36年10月21日）



超音波科学技術と工学者大正末～昭和30年

• Ｊ＆Ｐ Ｃｕｒｉｅ １８８０ 圧電現象

• P.Ｌａｎｇｅｖｉｎ １９１８ 圧電トランスジューサ
• 八木秀次：「耳に聴えぬ音に就いて」電気工学1930 

R.W.Wood&A.L.Loomis1927（物理作用・化学反応・ソノケミス

トリー 生体作用・血球破壊や生物の犠牲）の追試

＊金魚を殺す、ガラスに穴を開ける

癌治療、魚群探知機の可能性

• 抜山平一、青柳健次：ＮＡ型磁歪振動子、

水中電話の研究

雄山平三郎、笠原「強力超音波の化学作用・生物作用」 ｓ8

能本乙彦「分子音響学」 ｓ15
• 実吉純一、菊池喜充、能本乙彦 監修：

集大成 「超音波技術便覧」（ｓ35・1960）

１９２５



日本超音波医学会研究発表会・学術集会

• 1961（昭和36年）10月21日日超医発足世話人会：
電気関係学会関西支部連合大会シンポジウム

• 1962超音波医学研究会・連絡係（１，２，３回）
• 超音波医学会・準備委員長（４～９回）

• 超音波医学会研究発表会・会長（１０～７０回）

• 超音波医学会学術集会・会長（1998：７１～８５回）
• 地方会・会長（1991～）
• 学会長・理事長（第1～17代・18代～ ）



歴代理事長(学会長）1964～2012

1 菊池喜充 E (東北大学）

2 田中憲二 M (順天堂大学）

3 青柳健次 E (大阪大学）

4 林 周一 M (順天堂大学）

5 加藤金正 E (大阪大学）

6 岡 益尚 M (和歌山県立医大）

7 井出正男 E (武蔵工業大学）

8 仁村泰治M(国立循環器センター）

9 奥嶋基良 E（東京工業大学）

10 和賀井敏夫 M（順天堂大学）

11 奥山大太郎 E（秋田大学）

12 福田守道 M（札幌医科大学）

13 中山 淑 E（上智大学）

14 竹原靖明 M（関東中央病院）

15 飯沼一浩 E（東芝）

16 渡辺 泱 M（京都府立医大）

17 八木晋一 E（明星大学）

18 松尾裕英 M（香川医科大学）

19 伊東紘一 M（自治医科大学）

20 跡見 裕 M（杏林大学）

21 松崎益徳 M（山口大学）

22 千田彰一 M（香川大学）

23 岡井 崇 M（昭和大学）

24 千田彰一 M（香川大学）

25 竹中 克 M（東京大学）

26 



日本無線医理学
研究所

（１９４０－１９５０）
Ａモード装置
内田六郎氏

乳癌のＢモード断層像
J.J.Wild氏１９５３

Japan Prize受賞者１９９１

J.J.Wild氏による
胃壁と胃癌の
Ａモード
１９４９
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現在の発展へ

• 社団法人（昭和62年6月15日・文科省認可） →
• 日本医学会分科会（昭和62年6月23日加盟）→
• 日本学術会議加盟団体（昭和57年10月登録）→
• 学会認定医制協議会（昭和63年参加）→社団法人
日本専門医制評価・認定機構（平成20年3月25日・
厚労省認可）加盟団体 →第3者機関へ

• AFSUMB加盟団体（昭和62年6月東京第1回大会～）
• WFUMB加盟団体（昭和44年ウイーン第1/昭和48年
ロッテルダム2回World Congress on Ultrasound in 
Medicineより参加）昭和51年サンフランシスコ第1回
WFUMB大会/昭和54年宮崎第2回大会～



２００４：５：１７







現在の成果

• リアルタイム画像

• ドプラ断層（カラードプラ法）

• 内視鏡的超音波法

• 造影法

• Full Digital

• 三次元画像(→real-time 3D=4D)
• 胎児診断

• 音響組織特性（弾性・音速・減衰・インピーダンス・他）



これまでの成果・装置



これまでの成果・画像



現在の成果
安全性

ＭＩ ＆ ＴＩ、キャビテーション

生体作用
超音波とコントラストの相乗作用

治療法

超音波画像を利用する場合

穿刺術、造影法、ラジオ波焼灼

超音波自体を利用する場合

ＨＩＦＵ

ドラッグデリバリー

ソノポレーション・遺伝子導入

岡井崇によ
るＨＩＦＵ治療



現在の成果
• 超音波画像

• 組織ドプラ

• インターベンション

• Tissue Harmonic Imaging(THI)
• Contrast Harmonic Imaging(CHI)
• 2D Speckle Tracking Echo
• Vector Flow Mapping
• Elastography/Virtual Touch Tissue 

Quantification/Fibroscan

• センチネルリンパ節造影

• 超音波医科学

• 超音波病理学



•椎体
Body of vertebra
（アクリル樹脂で固定）

（この部分のCモード像）

（拡大部分）

（スキャン範囲 ： 5 ×5 mm ） （スキャン範囲 ： 1 ×1 mm ）
（スキャン範囲 ： 1 ×1 mm ）

（拡大スキャン）

豚椎体Cモード（拡大スキャン合成）像

85－基ー０３７



超音波
病理学・組織学



人材育成/教育
• 学術集会（研究発表会S37～）
• 地方会H3～と基礎技術研究会S60～
• 講習会(昭和48年～)
• 1：「超音波医学」出版（昭和41年）

2：「超音波診断」出版（昭和63年）
3：「新超音波医学」出版（平成12年）

4：「超音波医科学」出版（平成ＸＸ年）
• 専門医制度H2/検査士制度S60/工学フェローH11
• 各種顕彰制度（奨励賞・他）、研究開発班
• 機関誌（邦文並びに英文誌・季刊２００１）
• 国際交流

JSUM(Fellowship:H4～)
AFSUMB/WFUMB/ etc（会員個別の国際活動）
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1985～2000 Japan Sino Friendship 
Academy of Ultrasound for Medicine
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五臺山東鎮における
棚橋善克、岡井崇先生

（1986年）



顕彰
＜学会ホームページ＞

• 奨励賞 75名
• 技術賞 22名
• 論文賞 92名（菊池賞81名・伊東賞11名）
• 松尾賞 14名
• 特別学会賞 21名

＊研究開発班費交付研究成果2001～
＊文科省科学研究費(学術振興会)審査委員

細目：医用システム キーワード：超音波医学



学会ＪＳＵＭの在るべき姿
• Ｍ＆Ｅの学会（医学・工学は実践の学問）
• 学会とは新知見・新手法・新技術の創設
• 一般演題（原著）、症例報告、技術報告
• 討論（情報交換）の場作り学術集会

アカデミア（ソクラテス・プラトン・アリストテレス）
• 機関誌の発刊
• 特許
＊学生 「学問とは何か」
某教授 「それは学問をやらぬとわからぬ」

＊学問とは「学んで問う（疑う）こと」新知見の創設
＊成果を上げる事
＃人材育成（後継者育成）
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未来の研究と教育
• 医学部学生教育（卒前）カリキュラム

• 研修医（卒後）研修カリキュラム

• 医療技術大学教育カリキュラム

• 工学部教育カリキュラム

• 医学部・工学部等の大学院における研究体制と

指導者・研究者の人材育成

ドクターコース・マスターコース

超音波医学による学位取得者を増やす



超音波医学研究の未来
科学研究費（医用システム・超音波医学）の活用

特許

定性⇒定量診断へ 音響組織特性（物理量の定量計測）

動的情報(dynamic informations)収集計測
「動中静、静中動」あり

マクロ⇒ミクロへ

超音波病理学

ワイヤレスへ

生体作用＆治療

社会に貢献する（公益の為の）研究成果を！
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超音波専門医・検査士・工学フェロー
制度の未来

• 専門医

制度と研修カリキュラム

インセンティブ

• 検査士

制度と研修カリキュラム

インセンティブ

• 工学フェロー

インセンティブ



超音波医学会の未来
• 日超医の研究開発班費交付研究成果

• 文科省科学研究費(学術振興会)の活用
細目：医用システム(key-w：超音波医学 )

超音波医科学（診断と治療を包含）

• 優れたオリジナルな研究発表の増加

• ジャーナルの引用数とインパクトの増加

• 会員の国際的活躍

（WFUMB工藤、 AFSUMB谷口）

• 4：「超音波医科学」の出版へ



私たちは皆未来の事に関心がある なぜならそこは私たちが
残りの人生を過ごそうとしている場所であり 私たちの児孫
後輩が生きて行く場所だからだ

超音波医学の未来

未来は新しい道と冒険で輝かしい
公益の為に
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